
  

仕  様  書 

 

１．目的 

 治山事業及び林道事業等の設計書の作成に関し、資材等価格を調査・決定し、適

正な工事費の積算に資することを目的とする。 

 

２．見積書による単価決定 

（１）別添見積単価一覧表（工事・調査）に示された資材価格等について、受注者は、

見積書を徴取し調査する。 

 

（２）見積徴取は３者以上を原則とし、異常値を除いた価格の平均を採用する。ただ

し、見積書の数が多い場合は、最頻度価格を採用すること。 

 異常値及び最頻度価格の定義については、発注者と協議し、指示を受けること。 

 

（３）やむを得ず１者～２者見積りの場合には、その理由を整理し発注者の確認を受

けること。採用価格については、２者の場合は平均価格を、１者の場合は見積価

格の 100％を採用する。 

 

（４）平均価格の端数処理については、４桁以下を切捨てし有効数字３桁とする。少

数点以下が発生する場合には、小数第１位を切り捨てし、単位止めとする。 

 

（５）見積徴取にあたっては、見積単価は他社との比較検討や算術処理等を行ったう

えで公表対象となることを見積相手に伝達すること。 

   なお、受注の証として発注者との契約書の写しを見積者に交付する等により、

円滑な実施に努めること。 

 

（６）見積者は、各種刊行物、製品カタログ及び昨年度の成果品等を参考に適当な相

手を選定すること。 

 

３．資材価格等の単価一覧表への入力作業 

  受注者は、前記２により単価決定した資材価格等について、発注者の配布するエ

クセルファイル「BT ﾃﾞｰﾀ」、「EX 単価」の単価一覧表に単価を入力する。 

  単価一覧表への入力にあたっては、見積徴取業者名等を入力すること。また、単

価一覧表の規格等を変更したものについては、変更した規格等に赤字で修正するこ

と。 

  福島県、栃木県、群馬県、山梨県、静岡県については、「○○普通」「○○豪雪」

と入力する列が２列あるが、同一の単価を入力すること。 

 ※作業内容については、別添「入力作業イメージ」を参照 



  

４．作業区分、項目数 

作業区分 項目数 備考 

見積徴収単価 365 品目 資材価格等 

入力・コピー作業 4,940 個 
工事：305 品目×16 ブロック 

調査：60 品目×1 ブロック 

単価チェック 4,940 個  

総合チェック 4,940 個  

 

５．成果品等 

  受注者の提出する成果品等は次のとおり。 

（１）前記３の作業を完了したエクセルファイル「BT ﾃﾞｰﾀ」、「EX 単価」 

（２）採用単価決定の経緯等、作業内容を取りまとめた報告書（徴取した見積書を含

む。） 

（３）本業務における実績人工数報告書及び作業日報（別添：様式 1,2 参照） 

 

６．その他 

（１）受注者は、昨年度の同業務の成果品（報告書）の貸与を受けることができる。 

（２）本業務で作成される成果品（報告書）の著作権は、発注者に帰属する。 

（３）その他、業務の履行において疑義が生じた場合には、発注者と協議すること。 







〔様式１　実績人工数報告書〕

※１ ※１ ※１

見積徴取

入力・コピー作業

単価チェック

総合チェック

単価表取りまとめ

打合せ協議

計

※２　実績人工数は、単位を「日」とする。なお、１日あたり８時間とする。

令和６年度　治山・林道事業設計基礎単価作成作業　実績人工数

項目

実績人工

※１　技術者区分（技術員等）を適宜記載する。　列が不足する場合には、適宜追加する。



〔様式２　作業日報〕

日付 曜日 主たる作業内容 作業人工数 備考
1 月
2 火
3 水
4 木
5 金
6 土
7 日
8 月
9 火
10 水
11 木
12 金
13 土
14 日
15 月
16 火
17 水
18 木
19 金
20 土
21 日
22 月
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水

※１　作業人工数は、単位を「日」とする。なお、１日あたり８時間とする。
※２　主たる作業内容は、工種別数量内訳書に示された項目の中から記載する。
※３　作業員別、月別に作成すること。

作業員氏名：
技術者区分：

○月分勤務日報


